
１０ 大田区立東調布中学校

令和２年度 授 業 改 善 推 進 プ ラ ン

学 力 向 上 を 図 る た め の 全 体 計 画

学 校 教 育 目 標
・日本国憲法 人権尊重の精神に基づき、生涯にわたり心身と ・都教委教育目標
・教育基本法 もに健康で、国際的な視野をもち、自主的精神 ・区教委教育目標
・学校教育法 に満ちた人間性豊かな生徒の育成を目指すた ・学校、地域の実
・学習指導要領 め、次の学校目標を設定する。 態

等 「善い行いを積み、学業に励み、体力向上に努 ・生徒の実態
め、感謝の心をもつ」 等

学 校 経 営 方 針
知・徳・体 三位一体の教育を進め、生徒の自尊感情を高め、生きた至宝を育てる

・学校行事を精選し、授業時数を確保する
・校内研修会で年間３回の研究授業を実施し、授業力の向上を図る
・各学年内でベテラン教員と若手教員のコミュニケーションを深め、OJTを活性化する
・大田区学習効果測定や全国学力・学習状況調査の結果を分析・検証し、授業改善に努める
・年間２８０時間の学習指導講師を活用し、放課後や土曜日の補習や T.T 授業、自習教室等を工夫し、
生徒の習熟に応じた学習の定着を図る

・生徒が「分かる、できる、おもしろい」と実感する授業を心がける

各教科の指導の重点 本校の重点目標（育てたい生徒像） 道徳教育の指導の重点
・個に応じた指導の徹底
・興味、関心を高めるた ・自身の課題解決に向けて意欲をもって取り組 ・規範意識の育成
めの工夫 む生徒 ・道徳の時間の充実

・ICT 機器の効果的な活 ・基礎、基本の定着と課題解決のための思考力 ・道徳的実践力の育成
用 を身につけた生徒

・自分の考えや意見をわかりやすく表現でき、
思いやりと規範意識をもった生徒 特別活動の指導の重点

総合的な学習の時間の ・自分の役割を果たすことのできる生徒 ・集団生活への適応
指導の重点 ・学校行事等を通して
・思考力、判断力の育成 自己肯定感の育成を
・問題解決能力の育成 図る

進路指導の指導の重点 生活指導の指導の重点
・キャリア教育の視点からの進路指導 ・生徒理解の徹底と基本的な生活習慣の育成
・作業的、体験的活動の充実 ・地域や関係諸機関等との連携

授 業 改 善 に 向 け て

指導内容・指導方法の 教育課程編成上の 校内における研究や 評価活動の工夫 家庭や地域社会と
工夫 工夫 研修の工夫 の連携の工夫

○生徒の関心と意欲を ○授業時数の確保 ○校内研修会の計画 ○評価規準の検 ○各種通信の活用
引き出す授業の展開 的な実施 討と各観点に

○朝読書の充実 おける評価材 ○外部評価の積極
○授業規律を徹底し落 ○研究授業、協議会 料の明確化 的な活用
ち着いた学習環境 ○放課後や長期休 の計画的な実施

業中の補習教室 ○生徒の学習意 ○道徳地区公開講
○問題解決型の授業の 等の計画的な実 ○小中一貫教育の充 欲につながる 座、学校公開日
創造 施 実 学習指導の工 等を通じての開

夫 かれた学校づく
○教科部会の充実と相 りの推進
互研鑽 ○個人内評価の

活用
○学習指導講師の活用

各 教 科 の 授 業 改 善 推 進 プ ラ ン
国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術 保健体育 技術家庭


